　高校時代、放課後にファーストフード店でＭサイズのポテトを友達とシェアしながら喋るのが楽しみだった。今となっては何を話していたか思い出せないくらい他愛もない話にキャッキャはしゃいでいたのだと思う。何をするでもなく時が過ぎていった青春時代だった。
筆者とは対照的に、静内農業高校の生徒たちは濃い日々を過ごしている。競走馬の出産に立ち会い、仔馬を育て、セリで売却する。生き物相手だから３６５日、誰かが当番で世話をせねばならないし、セリでいかに多くの馬主に入札してもらい高く落札されるかも考えなければならない。
２０２３年、北海道サマーセールで２００万円（税抜き）で落札された静内農業高校の生産馬がいた。のちにマギーズミッションを名付けられた牡馬は昨年１１月、佐賀競馬で初となるＪＢＣ当日の佐賀第１レースでデビューを迎えた。佐賀競馬は静内農業高校の生徒２名と引率教師を招待した。
　デビュー戦を懸命に走ったマギーズミッションは４着。目の前で走りを見届けた生徒たちは「重賞レースかなというくらい多くのファンの前でデビューできて、安全に走り切ってくれてよかったです」と身近だった馬が競走馬へと成長した姿に興奮した。
　二人はともに馬に携わりたくて大阪府や札幌市から静内農業高校への進学を決めた。そして、青春の３年間を馬に捧げ、卒業後は競馬関連の仕事に就くという。
　「目の前で勝たせてあげられれば良かったんだけどね」
　真島元徳調教師は悔しそうにそう話したが、十代の彼らにとって何物にも代えがたい経験となったことだろう。
　佐賀競馬の関係者にとっても貴重な経験となったのはＪＢＣ開催。
　「想像以上にたくさんのファンが来てくれて、何十年ぶりかに活気ある競馬場を見て感動しました」
　と真島調教師。２月６日佐賀記念（JpnIII、ダート２０００㍍）もＪＢＣに負けず劣らずの盛り上がりを見せてほしいものだ。というのも、師が管理するシルトプレが出走予定。
　門別競馬場でデビューした同馬は川崎や盛岡への遠征を含め北海道所属時に重賞６勝を上げた。昨秋のＪＢＣクラシック４着後は北海道に帰らずそのまま佐賀に移籍。移籍初戦の中島記念を楽勝すると、１月11日の特別戦もアッサリと勝利。力の違いを見せつけた。
　門別時代から調教をつける石川倭騎手（佐賀で期間限定騎乗中）は「欠点がなくて、乗り難しくないのがシルトプレの一番いいところ。レースで能力を出し切れるので、大きな舞台でもしっかり結果を残せているのだと思います」と話す。輸送が一つの鍵となる馬だが、佐賀に移籍したことで佐賀記念ではその心配がないのは利点。大仕事をやってのけるかもしれない。
　そこに待ったをかけるのはシンメデージー（高知・打越勇児厩舎）。東京ダービー４着、ジャパンダートクラシック５着と、昨年創設されたダート三冠で地方最先着を果たすと、古馬との初対戦となった12月名古屋大賞典で３着。ハンデ差があったとはいえ、勝ち馬からわずかクビ＋４分の３馬身差で、悔しさとともに大きな手応えも掴んだ一戦だった。
　「去年の秋から馬体に幅が出て、良くなりました」
　主戦・吉原寛人騎手がそう話せば、打越調教師も「高知の深い馬場で鍛えられているんだと思います」と自信を持つ。
　ＪＲＡからは昨年覇者のノットゥルノが参戦の意向を表明。ＪＲＡか地方か、という構図は有力馬の参戦でより面白くなりそうだ。
　２月20日には九州産限定の３歳重賞・たんぽぽ賞（１４００㍍）が行われる。昨年、ＪＢＣ当日に２０２４九州産グランプリが実施され、ますます注目を集める九州産レース。１月下旬にはトライアルレースも行われており、今年も盛り上がりを見せることだろう。
　また２月９日飛燕賞（３歳、１４００㍍）は今年の３歳戦線を占う上で重要な一戦。この世代は無敗の３連勝中のミトノドリームが抜けた存在だが、それに対抗する馬が登場なるか。暦の上では立春を迎えて春になるように、レースも春を感じさせる楽しみな一戦が続く。
